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【
う
ら
へ
続
く
】

　

自
民
党
派
閥
の
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
を
め

ぐ
る
問
題
で
、
最
大
派
閥

の
安
倍
派
と
二
階
派
に
、

政
治
資
金
収
支
報
告
書
の

不
記
載
だ
け
で
な
く
、

パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
者
数
ね
つ
造

疑
惑
の
方
程
式
「
購
入
者
数
＝
販
売
枚
数
×
０
・
６
７
５
」

　

能
登
半
島
地
震
。「
孤
立

集
落
が
ま
だ
多
い
」「
断
水

「2024 年能登半島地震災害募金」
へのご協力を

　救援募金活動へのみなさんのご協力をお願いします。
お預かりした救援募金は、日本共産党の政治活動のた
めの資金と区別し、全額を被災者救援、被災自治体へ
の義援金に充てます。

【郵便振替】
  口座番号　　００１７０－９－１４０３２１
  加入者氏名　日本共産党災害募金係
＊通信欄に「能登半島地震募金」とご記入くださ
い。手数料はご負担願います。

国民的大運動で
　　自民政治終わらせよう

共産党が緊急集会で呼びかけ

　

日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
主
催
の
緊
急
集
会
が
12

月
27
日
、
国
会
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

小
池
晃
書
記
局
長
が
基

調
報
告
で
、
今
回
の
裏
金

疑
惑
は
巨
額
の
裏
金
づ
く

り
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い

た
も
の
で
「
悪
質
き
わ
ま

り
な
い
」
と
批
判
。
徹
底

究
明
を
主
張
す
る
と
と
も

に
、
企
業
・
団
体
献
金
の

全
面
禁
止
や
政
党
助
成
金

廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
安
保
法
制
＝
戦

争
法
、
消
費
税
の
連
続
増

税
、
原
発
再
稼
働
、
社
会

保
障
削
減
な
ど
、
強
権
む

き
出
し
で
襲
い
か
か
っ
て

き
た
の
が
自
民
党
だ
と
指

摘
。「
た
た
か
い
を
一
つ
に

結
集
し
、
自
民
党
政
治
を

終
わ
ら
せ
る
国
民
的
大
運

動
を
起
こ
そ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
者

数
捏ね
つ
ぞ
う造
の
疑
い
が
あ
る
こ

と
を
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』

日
曜
版
（
12
月
24
日
号
）

が
ス
ク
ー
プ
し
、
反
響
を

よ
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
よ
る
と
、
安
倍
派

の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
者

数
は
、
２
０
２
２
年
ま
で

の
６
年
間
を
み
る
と
、

パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
を
２
万

円
（
１
枚
）
で
割
っ
た
数

年
間
、
毎
年
の
購
入
者
数

が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
販
売

枚
数
に
「
０
・
６
７
５
」
を

か
け
た
数
字
に
な
る
こ
と

な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　

二
階
派
も
22
年
ま
で
の

４
年
間
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券

販
売
枚
数
に
「
０
・
８
」
を

か
け
た
数
字
を
、
各
年
の

購
入
者
数
と
し
て
収
支
報

告
書
に
記
載
し
て
い
ま
し

た
。

　

裏
金
疑
惑
に
加
え
購
入

者
数
捏
造
疑
惑
は
、
収
支

報
告
書
を
ま
じ
め
に
書
く

こ
と
自
体
や
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

政
治
資
金
規
正
法
の
目
的

に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る

も
の
で
す
。

字
に
「
０
・
６
７
５
」
を
か

け
た
数
字
が
購
入
者
数
と

な
っ
て
い
ま
す（
表
）。
６

や
停
電
な
ど
も
続
い
て
い

る
」「
高
齢
者
の
低
体
温
症

な
ど
が
心
配
。
災
害
関
連

死
も
増
え
て
い
る
」「
政
府

の
対
応
は
後
手
後
手
だ
。

も
っ
と
早
く
動
け
な
い
の

か
」「
11
日
、政
府
は
激
甚

災
害
に
指
定
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
志し

か賀
原
発
で
観
測
し

た
能
登
地
震
時
の
揺
れ
の

加
速
度
が
想
定
を
超
え
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
原
発

は
や
め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
収
入
を
巡
る
裏
金
疑
惑
。

「
池
田
佳
隆
衆
院
議
員
が

４
８
０
０
万
円
虚
偽
記
載
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
」「
自

民
党
は『
政
治
刷
新
本
部
』

を
立
ち
上
げ
た
が
、
役
員

は
麻
生
、
茂
木
、
森
山
氏

な
ど
旧
態
依
然
の
顔
ぶ
れ
。

あ
き
れ
る
」「
刷
新
本
部
メ

ン
バ
ー
の
な
か
に
も
裏
金

疑
惑
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
」「
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
含

め
た
企
業
・
団
体
献
金
の

全
面
禁
止
の
声
が
出
て
こ

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
が
辺
野
古
新
基
地

の
代
執
行
に
よ
る
工
事
着

工
を
強
行
。「
地
方
自
治
踏

み
に
じ
る
暴
挙
だ
」「
デ

ニ
ー
知
事
は
“
丁
寧
な
説

し
た
南
ア
フ
リ
カ
の
ラ
マ

ポ
ー
ザ
大
統
領
は
『
か
つ

て
土
地
を
奪
わ
れ
、
差
別

さ
れ
、
人
種
主
義
と
国
家

に
よ
る
暴
力
を
受
け
る
と

い
う
苦
い
果
実
を
味
わ
っ

た
国
民
と
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は
歴
史
の
正
し
い
側
に

立
つ
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
』
と
表
明
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

歌
手
の
八
代
亜
紀
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
。「
驚
い

た
。
難
病
だ
っ
た
と
の
こ

と
」「
絵
が
う
ま
く
て
フ
ラ

ン
ス
の
展
示
会
で
何
度
も

受
賞
し
て
い
る
」「
２
０

１
４
年
の
赤
旗
ま
つ
り
で

彼
女
の
生
歌
を
聴
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

宮
崎
駿
の
「
君
た
ち
は

ど
う
生
き
る
か
」
が
ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ア
ニ
メ

賞
を
受
賞
。「
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
前
哨
戦
に
な
る
と
の

こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で

　

岐
阜
市
で
12
月
22
日
、

国
民
の
た
め
の
情
報
通
信

を
守
る
岐
阜
県
民
の
会
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
完
全
民
営
化
反
対

ＮＴＴ株  軍拡に回すな

岐阜で完全民営化反対の学習会

学
習
会
を
開
催
。

　

講
師
は
会
長
の
稲
生
勝

氏
（
岐
阜
大
学
名
誉
教

授
）。
稲
生
氏
は
、「
政
府

が
も
く
ろ
む
大
軍
拡
に
は

膨
大
な
軍
事
予
算
が
必
要

と
な
り
、
大
増
税
と
と
も

に
、
貴
重
な
国
有
財
産
の

売
却
が
検
討
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
株
は
そ
の
一
つ
」
と
述

べ
、
大
軍
拡
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
と
強
調
。「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
株
は
政
府
が
３
分
の
１

を
保
有
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
公
共
性
を

担
保
す
る
も
の
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

と
い
う
隠
れ
企
業
献
金
が

明
る
み
に
出
た
の
に
、
岸

田
政
権
の
来
年
度
予
算
案

は
臆
面
も
な
く
大
企
業
に

大
盤
振
る
舞
い
、
国
民
に

は
負
担
増
で
す
。

　

国
民
の
多
く
が
望
む
消

費
税
減
税
に
は
背
を
向
け
、

１
回
限
り
の「
定
額
減
税
」

来
年
度
予
算
案

大
企
業
・
富
裕
層
に
大
盤
振
る
舞
い

国
民
に
は
負
担
増

で
お
茶
を
濁
し
、
小
規
模

業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
で
過
酷
な

税
を
取
り
立
て
ま
す
。
一

方
で
半
導
体
な
ど
の
生

産
・
販
売
に
10
年
間
の
法

人
税
減
税
。
補
助
金
を
す

で
に
入
れ
て
お
り
二
重
の

大
優
遇
で
す
。
ま
た
大
企

業
役
員
等
へ
の
ス
ト
ッ
ク

オ
プ
シ
ョ
ン
減
税
な
ど
一

握
り
の
富
裕
層
に
減
税
の

恩
恵
を
与
え
ま
す
。

　

軍
事
費
は
８
兆
円
に
迫

り
過
去
最
高
。
そ
の
あ
お

り
を
受
け
て
社
会
保
障
な

ど
く
ら
し
関
連
の
予
算
は

抑
制
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
の

予
算
案
に
反
対
し
、
暮
ら

し
と
経
済
の
打
開
の
た
め
、

抜
本
的
な
組
み
替
え
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

経
団
連
会
長

企
業
献
金
で
暴
論

　

昨
年
12
月
、
経
団
連
の

十
倉
雅
和
会
長
が
、
自
民

党
へ
の
献
金
に
つ
い
て
、

「
企
業
の
社
会
貢
献
の
一

環
」
と
述
べ
た
。
財
界
が

見
返
り
を
求
め
た
献
金
で

あ
り
、
贈
収
賄
事
案
。
こ

れ
を
「
社
会
貢
献
」
と
い

う
の
は
お
か
し
い
。

　

財
界
の
要
求
は
、
法
人

税
減
税
や
軍
拡
・
武
器
輸

出
な
ど
大
企
業
・
富
裕
層

優
遇
の
施
策
、
一
方
労
働

法
制
改
悪
や
社
会
保
障
費

削
減
な
ど
、
国
民
の
暮
ら

し
の
破
壊
、
経
済
破
綻
の

元
凶
と
い
う
べ
き
も
の
。

企
業
献
金
を
社
会
貢
献
と

い
う
傲
慢
さ
が
日
本
を
だ

め
に
し
て
き
た
。　
（
Ｅ
）

小
林
陵
侑
選
手
が
ジ
ャ
ン

プ
週
間
で
総
合
優
勝
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
い
日
が
続
い
て
い

る
」「
日
暮
れ
が
急
速
に
遅

く
な
っ
て
、
陽
が
長
く

な
っ
て
る
感
じ
だ
」

世界最高の冷却性能
固体冷媒開発に成功 東大など
科学誌『ネイチャー・コミュニケーションズ』
12 月 27 日

　

大
越
慎
一
・
東
京
大
学

教
授
を
中
心
と
す
る
研
究

グ
ル
ー
プ
が
ガ
ス
冷
媒
に

変
わ
る
個
体
冷
媒
に
つ
い

て
研
究
。

　

大
越
教
授
た
ち
は
、
マ

ン
ガ
ン
原
子
と
鉄
原
子
が

シ
ア
ノ
基
の
窒
素
原
子
と

炭
素
原
子
に
そ
れ
ぞ
れ
結

合
し
て
つ
く
る
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
の
よ
う
な
構
造
の

す
き
ま
に
ル
ビ
ジ
ウ
ム
原

子
が
位
置
す
る
マ
ン
ガ
ン

鉄
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
を

作
成
。

　

今
回
、
鉄
原
子
の
一
部

を
コ
バ
ル
ト
原
子
に
置
き

換
え
、
こ
の
化
合
物
に
圧

力
を
か
け
た
り
、
解
放
し

た
り
す
る
こ
と
で
温
度
が

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を

見
い
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
変
化
の
大
き
さ
は

５
６
０
０
気
圧
で
85
度
、

３
４
０
０
気
圧
で
74
度
と
、

既
知
の
固
体
の
物
質
で
は

得
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
冷

却
性
能
を
示
し
ま
し
た
。

明
と
逆
、
乱
暴
で
粗
雑
な

対
応
”
と
批
判
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
11
日
か
ら
、国
際
司

法
裁
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
違
反

で
審
理
が
始
ま
る
」「
提
訴


